
嵐

餞

含

ま

伝
統
。校
風

都
立
大
学
附
属
高
校
は
平

成
１
卜
年
に
最
後

の
入
学
生

を
迎
え
、
そ
の
生
徒
諸
君
が

卒
業
す
る
平
成
二
十
三
年
に

終
止
符
を
打

つ
こ
と
に
な
る
。

校
旗

・
校
歌

・
校
章
を
受
け

継

い
だ
東
京
都
立
桜
修
館
中

等
教
育
学
校
は
、
平
成
二
十

四
年
に

一
期
生
が
出
る
。

都
立

の
伝
統
は

「
自
由
と

自
治
」
「真
理
の
探
究
」
と
言

わ
れ
る
。
そ
れ
は
我
が
校

の

前
身
、
旧
制
府
立
高
等
学
校

の
初
代
校
長
川
田
正
激
先
生

の
理
念

「
英
国
イ
ー
ト
ン
校

の
教
育
方
針
で
あ
る
英
国
風

の
格
調
高

い
人
物
養
成
を
軸

一
■
■

理
事
長

内
野
滋
雄

に
阿
る
こ
と
な
く

一
戦
争
は

終
わ
る
。
学
問
は
自
由
な
発

想

で
行
う
も
の
．
ひ
た
す
ら

学
問
に
励
み
、
真
理
の
探
究

に
努
め
る
よ
う
」
と
説
か
れ

た
。
そ
し
て

「
高
校
ア
カ
デ

ミ
ズ
ム
」
は

「
文
化
運
動

の

政
治
化
の
否
定
」
で
あ
る
と

の
風
潮
も
あ

っ
た
。

当
時
の
記
念
祭
歌
に
は
自

由
を
求
め
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
嵐

を
念
頭
に
置

い
た
も

の
が
多

い
。
「自
由
」
に
関
し
て
は
二

期
生

の
吉
松
安
弘
氏
が
府
立

の
創
立
七
卜
周
年
記
念
号
に

回
想
を
寄
せ
て
い
る
が
、
伝

統

の

「自
由
」
を
よ
く
表
し

一
、
学
校
の
現
状

私
は
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
、

東
京
都
立
大
学
附
属
高
等
学

校
と
東
京
都
立
桜
修
館
中
等

教
育
学
校
の
校
長
を
兼
務
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

平
成
十
八
年
度
に
中
等
教

育
学
校
の
第

一
期
生
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
多
く
の
学
校
関

係
者
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き

ま
し
た
．
こ
の
場
を
お
借
り
し

て
御
礼
中
し
上
げ
ま
す
。

平
成
十
九
年
度
に
は
第
二

期
生
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
平
成
二
十
年

度
に
は
中
等
教
育
学
校
前
期

課
程

二
学
年
と
高
校
三
学
年

が
揃
う
こ
と
に
な
り
、
学
校
は

ま
す
ま
す
活
気
づ
く
状
態
に
な

り
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
状
況
の

中
、
都
立
大
学
附
属
高
等
学
校

の
同
窓
生
や
府
立
高
等
学
校
の

同
窓
生
が
両
校
と
も
に
応
援

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
父
母
会
が
作
成
し
て

く
だ
さ
っ
た
素
案
を
も
と
に
、

高
校
の
保
護
者
と
中
等
教
育

学
校
の
保
護
者
が
協
力
し
て
、

「
保
護
者
と
教
職
員
の
会
」
を

発
足
し
、
と
て
も
良
い
関
係
で

新
し
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り
が
ス
タ

ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。
五
月
二

十
六
日
（上
）
に
は
、
こ
れ
ま
で

に
な
い
参
加
数
の
総
会
が
開
催

さ
れ
、
無
事
に
終
了
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

白
画
自
賛
に
な
り
ま
す
が

本
校
は
た
い
し
た
も
の
で
す
。

生
徒
、
教
員
、
行
政
職
員
の
連

携
と
協
力
が
積
極
的
に
進
め

ら
れ
、
当
初
私
が
掲
げ
た
中
等

教
育
学
校
の
発
展
と
高
校
の
更

な
る
前
進
が
実
現
で
き
る
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
高
校

で
は
教
科

・科
日
の
学
習
の
充

実
と
進
路
実
現
、
校
風
で
あ
る

「
自
由
と
自
治
」
の
も
と
に
築

か
れ
る
責
任
あ
る
活
動
が
、
内

部
か
ら
も
外
部
か
ら
も
評
価

さ
れ
て
い
ま
す
。

同
窓
牛
の
期
待
に
応
え
ら

れ
る
よ
う
、
日
々
新
た
な
出
発

の
気
概
で
両
校
の
発
展
の
た
め

に
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
、
教
員
の
異
動
状
況

転

出

（氏
名
、
担
任
、
転
出
先
）

小
富
徳
健

（保
健
体
育
）

教
育
庁
指
導
部

森
　
慎

一
郎

（国
語
）

都
立
田
柄
高
校

亀
山
美
智
子

（実
習
助
手
）

都
立
板
橋
高
校

川
村
恵

一
（英
語
）

都
立
桜
町
高
校

転
入

（氏
名
、
担
任
、
転
入
元
）

池
田
克
則

（保
健
体
育
）

都
立
小
金
井
北
高
校

平
野
真
規

（国
語
）

新
規
採
用

菊
谷
和
正

（数
学
）

都
立
神
代
高
校

横
江
直
樹

（実
習
助
手
）

都
立
砧
１１
業
高
校

相
原
弘
明

（英
語
）

都
立
雪
谷
高
校

平成19年 9月 1日

母校の桜修館への改編に伴い、(社 )東京

都立大学附属高等学校父母会は解散を余儀

なくされ、沼津寮の処分を検討 していたこ

とは既報の通 りですが、沼津市への寄付を

最優先に話を進め、更地 として寄付 を受け

るとの内諾を得たことから、寮取 り壊 しを

前に閉寮式を行いました。

平成18年 11月 23日 、小雨の朝でしたが40

余名の参加者が寮に到肴する頃には薄日が

さすまでに回復 し、有終の美を飾るに相応

しい感動的な閉寮式を行うことができまし

た。 (写真 )

さらに沼津市の快諾を得記念碑を設置す

る事とし、3月25日建立式を行いました。

また3月末の解散許可を受け5月公告、7月

19日 には沼津市に寮跡地を寄附、同30日 に

は日黒区に残余現金を寄附するなど清算作

業も最終段階となっています。

万を越す卒業生の思いを測ると′阻′陀たる

ものもありますが、幾多のご支援ご鞭撻に、

感謝とともに厚く御礼申し 11げ ますc
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に
、
日
本

の
高
等
学
校

の
伝

統
と
す
る
自
由
と
正
義
を
重

ん
じ
、
真
理
を
愛
好
す
る
自

主
的
な
高
校
精
神
」
に
基
づ

い
た
も
の
で
あ
る
。

川
田
校
長

の
教
育
方
針
で

特
異
な
も

の
は
、
た
と
え
身

体
障
害
者
で
あ

っ
て
も
入
学

試
験
に
合
格
し
た
者
は
入
学

を
許
可
さ
れ
た
点

で
あ
る
。

こ
れ
は
全
国
の
高
校

の
中
で

我
が
校
だ
け
で
あ

っ
た
。
こ

の
差
別
の
な

い
人
間
愛
も
極

め
て
す
ば
ら
し

い
伝
統
な
の

で
あ
る
。

昭
和
十
九
年
当
時
の
佐
々

木
順
三
校
長
は
、
軍
国
主
義

発行 :東京都立大学
附属高等学校同窓会

〒152‐ 0023東京都日黒区八雲11‐2

発行人 :内野滋雄
編集 :同 窓会報編集委員会

て
い
る
ｃ

内
容
は

「
佐
々
木
校
長

の

朝
礼

の
講
話
が

マ
イ
ク
も
な

い
静
か
な
話
し
ぶ
り
に
も
拘

ら
ず
よ
く
聞
き
と
れ
た
。
そ

れ
は
退
屈
し
た
連
中
の
私
語

が
起

き

る
と
誰

か
が
必
ず

『し
―

っ
』
と
制
正
し
も
と
の

静
寂
が
戻
る
。
こ
れ
が
高
等

学
校
で
あ
り
、
紳
士

の
作
法

で
あ
り
自
治

の
表
れ
」
で
あ

る
。自

己
責
任

の
も
と
、
自
由

な
発
想
と
行
動
、
学
問
に
励

み
、
真
理
を
探
究
す
る
姿
勢
、

そ
れ
ら
は
今
も
続

い
て
い
る

と
思
う
。
附
属
高
校
と
桜
修

館
と

の
合
同
の
記
念
祭
を
見

て
も
そ
れ
を
感
ず
る
こ
と
が

出
来
る
。

ヒ
ュ
ー

マ
ニ
テ
ィ
に
満
ち

た
、
民
主
的
な
良

い
伝
統

の

中
で
私
共
は
人
間
形
成
を
含

め
て
育

っ
て
き
た
。
「自
由
と

自
治
」
の
表
現
は
違

っ
て
も

自
由
と
精
気
に
溢
れ
た
校
風

は
残
し
て
欲
し

い
と
願

っ
て

い
る
。

日
々
新
た

た
び
　
だ
ち

な
出
発

競 寮 式

昨年の「第58回記念祭」レポートと

今年の「第59回記念祭」のお知らせ

根岸之夫 (21期 )

第58回記念祭は、昨年 9月 9日・10日 の二

日間にわたって行われましたc

天候にも恵まれ、クラス、部活、サークル

の劇、模擬店、展示など、40を 超える努力

と汗の結品が来訪者に披露されました。

今回は明らかに小学生と見られる見学

者の増加が前年に比べて著しく、これも

「桜修館効果」ということでしょうか。

さて今年の記念祭は、来る9月 8日 (土 )、

9日 (日 )の両日開催されます。

生徒の頑張 りがどのような形となるか、

さらにこの一年八雲の学び舎で育まれた

中学2年 生が、どんなパフォーマンスを見せ

てくれるか愉しみです。

また、我々母校主催の記念祭が見られ

るのは、おそらくあと3回 限り!!皆様お誘

い合わせの上ご来校ください。

尚、B棟 3階 のPTA主催「お休み処 ほ

っとタイム」には、お茶等の用意もございま

すので、待ち合わせ場所としてご利用くだ

さい。

沼津寮72年の歴史に幕
一沼津寮閉寮式とその後一

根岸之夫 (21期 ・父母会理事)



東京都立大学附属高等学校同窓会会報

特集 思い出の部活動 連載 :Vol.1
原稿募集 :「 思い出の部活動」を毎号連載しますので、部・サークル・同好会の、歴史・現状などの原稿を募集します。
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水
泳
部
と
黒
潮
会

黒
潮
会
は
、
府
立
高
校
時

代

の
Ｏ
Ｂ
か
ら
、
都
立
大
学

附
属
高
校
の
水
泳
部
に
在
籍

し
て
い
る
現
役
ま
で
を
会
員

と
し
た
集
ま
り
で
す
。
会
員

相
互
の
親
睦
を
計
り
併
せ
て

都
大
附
校
水
泳
部
の
発
展
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

こ
の
会
の
活
動
は
、
総
会
、

会
誌

「
黒
潮
」
、
近
年
立
ち
上

げ
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「黒
潮
会
」

が
主
に
な
っ
て
い
ま
す
。
総
会

は
例
年
夏

の
暑

い
日
に
プ
ー

ル
サ
イ
ド
に
集
ま

っ
て
行
う

の
が
通
例
で
す
。
そ
の
年

の

活
動
報
告
な
ど
、
必
要
な
報

告
、
取
り
決
め
を
行

っ
た
後

に
、
老

い
も
若
き
も

一
緒
に

な
っ
て
レ
ー
ス
に
興
じ
ま
す
。

小
生
が
在
籍
し
て
い
た
昭

和
２６
～
２９
年
に
は
、
昭
和

１０

小
林
紳
也

（４
期

前̈
黒
潮
会
会
長
）

年
代
に
在
籍
さ
れ
た
Ｏ
Ｂ
の

方

々
も
参
加
さ
れ
て
、
親
父

と

一
緒
に
泳

い
で
い
る
よ
う

な
感
概
を
覚
え
た
も

の
で
し

た
が
、
現
在
は
そ
れ
以
上
に

年
齢
差
は
開

い
て
、
現
役
諸

氏
か
ら
し
た
ら
、
お
祖
父
さ

ん
、
親
父
さ
ん
と
三
代

一
緒

に
泳

い
で
い
る
よ
う
な
気
分

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
旧
交
を

温
め
る
と
同
時
に
、
年
代
差

を
超
え
て
交
流
で
き
る
の
は

素
晴
ら
し
い
こ
と
と
感
じ
て

い
ま
す
。

昨
年
は
８
月
６
日

（日
）
に

行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
制

の
Ｏ

Ｂ
も
お
見
え
に
な
り
ま
し
た

か
ら
、
ま
さ
し
く
年
齢
差
は

６０
歳
に
も
な
ん
な
ん
と
し
て

い
ま
す
ｃ
中
に
は
お
子
さ
ん

連
れ
で
参
加
す
る
方
も
い
ま

す
か
ら
結
構
賑
々
し
く
か
つ

和

や
か

な

総

会

で

す
。
高
品
会
長
以
ド

参
加
者
総
勢

４７
人
、

年
に

一
度
の
会
合
を

大
い
に
楽
し
み
ま
し

た
。プ

ー
ル
サ
イ
ド
で

の
総
会

の
後
、
駅
前

の
居
酒
屋

で
（
現
役

の
皆
さ
ん
に
は
ご
遠

慮
願

い
ま
し
た
が
）

老
若
男
女
を
超
え
た

話
に
皆
さ
ん
盛
り
上

が
り
ま
し
た
。
こ
の

総
会
後
の
集
ま
り
も

こ
の
２
年
程
定
着
し

つ
つ
あ
り
ま
す
。

稜―_R

「美
研
」
と
「八
雲
展
」
　

清
水
英
雄
（４
瑚
）

「美
研
」
は
も
ち
ろ
ん
美
術

研
究
会

の
略
称
だ
が
、
こ
れ

は
新
制

に
な
っ
て
か
ら
の
名

称
で
あ
る
。
旧
制
の
頃
は
「絵

画
班
」
次
に
「
美
術
部
」
と
呼

ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
．

同
窓
会
と
し
て
の
「
美
研
」

の
大
き
な
活
動
は
、
そ
の
旧

制
時
代
の
「
美
術
部
」
の
Ｏ
Ｂ

と
共
に
、
年
　
同
の
展
覧
会

「
八
雲
展
」
を
開
催
し
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
「
八
雲
展
」
の
第
１
回

は

一
九
七
九
年
に
遡
る
。
そ

の
年
、
府
立
高
等
学
校
創
立

５０
周
年
を
記
念
し
て
、
旧
制

の
卒
業
生
を
主
体
に
し
て
始

め
ら
れ
た
。
学
校
創
立
以
来

美
術
を
担
当
さ
れ
た
松
岡
正

雄
先
生
が
ま
だ
元
気
な
頃
で
、

先
生
は
新
制
に
な
っ
て
か
ら
も

引
き
続
き
美
術
を
受
け
持
っ

て
お
ら
れ
た
関
係
か
ら
、
「美

研
」
の
Ｏ
Ｂ
に
も
声
が
か
か
り
、

旧
制
～
新
制

一
貫
し
て
の
催

し
と
な
っ
た
。
そ
う
し
た
発
端

か
ら
、
当
初
は
松
岡
先
生
の

薫
陶
を
受
け
た
旧
制
１
期
か

ら
新
制

７
期
ぐ
ら
い
ま
で
の

卒
業
生
に
よ
る
展
覧
会
と
し

て
推
移
し
て
き
た
。

し
か
し
５
年
前
の
第
２１
回

展
か
ら
は
、
会

の
運
営
を
新

制
の
「
美
研
」
の
卒
業
生
が
メ

イ
ン
と
な
っ
て
行
う
よ
う
に
な

り
、
同
窓
会
の
催
し
の

一
つ
と

し
て
、
も
っ
と
若
い
世
代
へ
範

囲
を
広
げ
る
べ
き
で
あ
る
と
の

こ
と
か
ら
、
そ
の
年
に
分
か
る

範
囲
の
「
美
研
」
の
卒
業
生
に

葉
書
を
出
し
参
加
を
呼
び
か

け
た
Ｄ

併
せ
て
、
都
立
大
学
の
卒

業
生
へ
も
声
を
掛
け
た
。
そ
の

結
果
、
年
毎

に
新
し

１
３
選
？
ヽ
い
メ
ン
バ
ー
の
参
加
が

増
え
て
い
る
。
そ
れ

で
も
ま
だ

一
番
若
い

人

で
も
３０
代
後
半
、

も

っ
と
若

い
多
数
の

卒
業
生
の
参
加
を
望

ん
で
い
る
。

今
年
の
「
八
雲
展
」

は
、
大
崎

ニ
ュ
ー
「
シ

テ
ィ
内

の

「
０
美
術

館
」
で
、
５
月
１８
日
か

ら
２３
日
ま
で
開
催
、

そ
の

一
夕
に
は
出
品

者
を
中
心
に
総
会
を

兼
ね
た
懇
親
会
も
催

さ
れ
、
年
齢
幅
５０
年

蓋
量
飩
鶴

が
和
気
あ
い
あ
い
と
い
う
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
た
。
そ
し
て

会
期
中
を
通
し
て
千
人
を
超

す
人
場
者
を
数
え
る
盛
況
だ

っ
た
。

来
年
も
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に

同
じ
会
場
で
行
う
予
定
。
「美

研
」
の
Ｏ
Ｂ
、
「
美
研
」
に
限
ら

ず
美
術
に
関
心
の
あ
る
卒
業

生
、
来
年
の
参
加
を
待
っ
て
い

る
。

「
八
雲
展
」
事
務
局

一

日
ｏ
】
い
¨
『
”
椰
〇
卜
一
‐卜
『
Ｎ
，ＨＯ
】
い

杉
本
員
理
子

甲
ヨ
”
〓
一

８
”
『
庁
ｏ
∽
０
『
ｕ
に
いＯ
●
』
ｏ
」
０

学
生
演
劇
の
草
創
期
　
　
堀
内
茂
男
（２
期
）

一
九
五
十
年
頃
、
ま
だ
飢

え
が
日
常

の

一
部
だ
っ
た
日

本
で
、
先
ず
精
神
的
飢
餓
の

克
服
を
目
ざ
す
動
き
が
、

国
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
膨

と
し
て
起
こ
り
ま
し
た
。

文
化
的
鎖
国
状
態
だ
っ
た

日
本
に
、
欧
米
の
新
し
い
文
学

が
ど
っ
と
流
人
し
た
事
が
、
刺

激
に
な
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

人
間
探
求
の
集
団
的
活
動

と
し
て
、
広
い
支
持
を
得
る
事

が
で
き
た
学
生
演
劇
の
花
が

開
い
た
の
は
、
そ
ん
な
時
代
背

景
の
中
で
す
。

私
達

の
先
輩

に
当
た
る
、

旧
制
都
立
高
校
の
演
劇
活
動

は
、
記
念
祭
行
事

の
公
演
を

軸
に
、
目
ざ
ま
し
い
成
長
を
と

げ
、
そ
の
グ
ル
ー
プ
で
の

一
つ

は
、
卒
業
後
、
「感
覚
座
」
と
い

う
劇
団
を
搬
泣
れ
、
新
し
い

表
現
主
義
を
標

榜
し
て
、
数

年
間
、
活
発
な
公
演
活
動
を

済:全

写真は堀内茂男さんの名作「市場」。右は主役の一人森 英世さん(2期 )

つ 劇 原 間 で 性 劇 を 創 ^:た れ た 力 業 私  展

li:][:i曹 [懲

li:l:曾

[2:
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東京都立大学附属高等学校同窓会会報

都
立
放
送
研
究
会
の
生
い
立
ち

八
（本
鈍
蠍
）

旧
制
か
ら
新
制
高
校
に
変

わ

っ
た
昭
和
２４
年
に
さ
か
の

ぼ
る
。
木
造

の
新
制
高
校
専

用
の
校
舎
が
新
し
く
建
設
さ

れ
た
。
生
徒
は
旧
尋
常
科
か

ら
移
籍
し
た
２
年
生
と
１
年

生

の
み
。
演
劇
活
動
に
熱
心

な
グ
ル
ー
プ
が
あ

っ
た
。
旧

制
時
代
か
ら
受
け
継
が
れ
て

い
る
記
念
祭
に
は
必
ず
演
劇

が
上
演
さ
れ
た
。

一
年
に

一
度

の
記
念
祭

の

発
表

で
は
、
演
劇
に
対
す
る

情
熱
を
維
持
す
る
に
は
周
期

が
長
す
ぎ
る
。
さ
り
と
て
発

表
す
る
場
が
な

い
。
こ
ん
な

フ
ラ
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
中

で
ラ
ジ
オ
ド
ラ
マ
な
ら
と

い

う
考
え
が
浮
か
ん
だ
。

校
舎

の
各
教
室
に
学
校
放

送
設
備
を
設
置
す
る
話
が
進

行
し
て
い
た
。
有
志
が
担
当

の
片
山
徹
先
生
に
、
学
校
放

送

の
日
々
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン

及
び

ア
ナ
ウ
ン
ス
等
は
我

々

が
い
た
し
ま
し
ょ
う
と
話
を

持
ち
か
け
許
可
さ
れ
た
。
放

送
に
は
ど
う
し
て
も

ア
ナ
ウ

ン
ス
ル
ー
ム
が
必
要
で
あ
る

と

の
こ
と
か
ら
、
小
さ
な
放

送
室
が
出
来
上
が

っ
た
。

放
研
の
部
室
と
呼
ん
で
い

た
が
正
式
に
は
放
送
室
で
あ

る
。
放
送

の
機
器
管
理
の
責

任
も
生
じ
る
。
ア
ン
プ
等

の

製
作

の
腕
を

た
仲
間
も

集
ま

っ
て
き
た
ｃ
た
だ
し
こ

の
時
代
、
放
送
研
究
会

の
会

員
名
簿
と
か
部
費

の
徴
収
と

か
い
っ
た
も
の
は
な
か

っ
た
。

放
送
室
に
常
駐
す
る
も
の
も

い
た
が
、
何
か
あ
る
と
集
ま

る
客
分
の
よ
う
な
仲
間
も

い

た
。

「
大
き
な
ノ
ッ
ポ
の
古
時

計
」
な
ら
ぬ

「
大
き
な
古
め

か
し
い
グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
」

の
周
年
に
集
う
夢
多
き
青
春

の
群
像
…
こ
ん
な
イ
メ
ー
ジ

の
ク
ラ
ブ
が

「音
智
」
で
あ

っ
た

・。
事
実
、　
一
学
年
１
５
０
名

中

の
１
割

以
上

の
仲

間
達

（私
の
同
期
は
２０
数
名
で
あ

っ

た
）
が
挙

っ
て
入
部
し
て
い

た
の
も
、
そ
の
伝
統
あ
る
魅

力
が
な
さ
し
め
た
の
で
あ
ろ

う
。　
・ 上

統
の
ク
ラブ
「音
智
」
一ピ牲
諺智リーダ↓

記
念
祭

で
ラ
ジ
オ
ド

ラ

マ

上
演
、
高
等
学
校

ラ
ジ
オ
ド

ラ

マ
コ
ン
ク
ー

ル
に
出
場

、

受
賞
す
る
な
ど
年

々
活
発
に

活
動
発
展
し
て
い
っ
た
。

協
力

山̈
際
忠
正
之
、
高
橋
　
望
、

長
浜
幸
郎

写
真
提
供

田̈
中
誠
一
郎

合
唱
と

い
う

フ
ィ
ル
タ
ー

を
通
し
た
良
き
仲
間
達
と
の

語

ら

い
や
、
尽

き

ぬ
議

論

（そ
れ
は
公
私
に
亘
る
人
生
論

で
あ
り
、
芸
術

・
恋
愛
論
で

あ
り
、
社
会

・
政
治
問
題
で

も
あ

っ
た
）
は
こ
の
ク
ラ
ブ

を
置

い
て
は
と
て
も
経
験
す

る
こ
と
は
出
来
な

い
も
の
で

あ

っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は

「夢
と
悩

み
多
き
思
春
期

の
若
者
達
」

に
と

っ
て
格
好

の

「
や
す
ら

ぎ
の
場
」
で
も
あ

っ
た
の
で

お世話になったお店:その2

サンロード“旭ベーカリー"

100分授業を2科 目終えた昼休みは、「更科」

の蕎麦か「旭ベーカリー」のコッペバン。帰り道

は旭ベーカリーの菓子パンか、坂を下った左側

にあった「福々まんじゅう」が定番だった昭和20

～30年代。更科とともに、“アサベ"と 呼ばれて

親しまれた“旭ベーカリー"さ んにも随分お世話

になりました。

前身の文房具店が進駐軍からパンの配給所

に指定され、パン屋としての創業は終戦の翌年、

昭和21年 6月 。創業者の宮崎一さんが、“旭日"

という言葉から“旭ベーカリー"を 屋号に、サブ

に“サンロード"を 付け、今は二代目の仁孝 (ま

さたか)さ んが後を継ぎ盛業中です。

なにしろ通用門の正面にあることから、部活

の帰 りや、大学の講堂で開かれた生徒大会が

跳ねた後などは大混

雑だったとか。旭ベ

ーカリーの名物 は、

UFOを 模して20年前

に創作 した“サンロ

ード"(写真)95円 だ。

同
窓
会
へ
の
連
絡
は

住
所
変
更
、
住
所
表
示
の

変
更
な
ど
、
同
窓
会

へ
の
ご

連
絡
は

〃
郵
便
″
で
、
左
記

ま
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

〒

１

５

２

１

０

０

２

３

目
黒
区
八
雲
１
１
１
１
２

東
京
都
立
大
学

附
属
高
等
学
校
同
窓
会

あ

る
ｃ

今
で
も
音
智

の
先
輩

・
後

輩
達
は
合
唱
の
指
導
者
と
な

り
、
は
た
ま
た
、
自
身
も
還

暦
は
お
ろ
か
古
希
を
迎
え
る

方
々
が
現
役
と
し
て
合
唱
団
、

合
奏
団
、
音
楽
関
連

の
組
織

な
ど
で
大
活
躍
し
て
い
る
の

敗
戦
。
日
本
は
大
敗
し
た
。

昭
和
二
十
年
夏
。

こ
の
年

の
春
入
学
し
た
尋

常
科

一
年
生
が
援
農
隊
や
疎

開
か
ら
解
放
さ
れ
て
帰
京
、

年
が
改
ま

っ
て
よ
う
や
く
学

校
ら
し
く
な
る
ｃ

東
京
は
焼
土
と
化
し
、
鉄

道
も
荒
廃
し
て
、
戦
災
で
焼

け
た
車
両
を
タ
タ
キ
直
し
不

足
を
補

い
な
が
ら
運
行
し
た
。

一
年
生

の
中
に
は
、
の
り

も

の
好
き
が
何
人
か

い
て
、

都
立
大
学
駅
―
学
芸
大
学
駅

間
の
東
急
碑
文
谷
工
場

（
現

「機
研
」
が
芽
生
え
た
頃
　
水
谷
洋
泰
Ｔ
期
）

は
何
と
も
う
れ
し

い
話
で
あ

る
。先

輩
後
輩
と
の
大
交
流
会

は
も
と
よ
り
、
同
期
会
、
各

世
代
を
超
え
た
忘
年
会

・
新

年
会
な
ど
そ
の
仲
間
達

の
絆

は
、
昔
と
変
わ
ら
ず
今
な
お

健
在
で
あ
る
。

在
は
ゴ
ル
フ
練
習
場
）

ヘ
タ

タ
キ
直
し
工
事
を
、
連
れ
だ

っ
て
見
物
に
通
い
始
め
た
。

さ
ら
に
、
図
Ｔ
の
松
岡
正

雄
先
生
に
、
模
型
工
作
用
工

具
の
使
用
許
可
を
い
た
だ
き
、

工
作
室
で
語
り
合
う
よ
う
に

な
る
。
「機
研
」
の
種

（た
ね
）

の
時
代
で
あ
る
。

学
校
制
度
変
更
で
都
立
大

学
附
属
高
校
誕
生
、
二
十
年

入
学
組
が

一
期
生
と
な

っ
た
。

二
期
以
降
、
女
生
徒
も
入
学

し
、
ク
ラ
ブ
活
動
が
開
始
さ

れ
る
。

鉄
道
模
型
の
仲
間
た
ち
も
、

よ
り
広
く
技
術
に
親
し
も
う

と
、
「機
械
技
術
研
究
会
」
を

旗
上
げ
し
た
。
こ
う
し
て

「機
研
」
が
発
芽
し
た
の
で
あ

る
。機

研
Ｏ
Ｂ
は
、
昨
十
八
年

秋
、
都
立
跡
地

の
目
黒
区
民

キ
ャ
ン
パ
ス
に

一
期
―

二
二

期

の
約
四
十
名
が
集
合
。
歓

談
し
て
今
後

の
交
流
を
約
束

し
た
。

ｍ
骰
絣
蠅
鰈
塚
蝙

「機
研
Ｏ
Ｂ
の
懇
親
会
」

日
時

¨

平
成
１９
年
１０
月
２０
日
（土
）

午
後
３
時
～
５
時

会
場

¨

め
ぐ
ろ
区
民
キ
ャ
ン
パ
ス

「
シ
ェ
松
尾
」

昨
年
に
続
き
同
じ
会
場
で
開

催
。
機
研
に
在
籍
さ
れ
た
方

に
は
９
月
に
正
式
な
案
内
を

お
送
り
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

¨
野
口

貞
義

ハ『
ｏ
】・〇
∞
‐∞
ヽ
い
〇
・〇
〇
〇
ヽ

写真提供:(株 )機芸出版社「鉄道模型趣味」
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「第
１
２
５
回

都
高
会
ゴ
ル
フ
」

期
日

¨

平
成
１８
年
１０
月
１４
日
（上
）

１５
日
（日
）

会
場

湯̈
元
冨
十
屋
ホ
テ
ル
、

仙
石
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス

参
加
者

１̈３
名
、
ゴ
ル
フ
９
名

本
会
は
、
昭
和
４３
年

一
、
二

期
生
で
始
ま
り
、
恩
師
網
豊

作
先
生
と
三
期
生
も
加
わ
り
、

１
２
５
同
行
わ
れ
ま
し
た
。

７０
歳
を
過
ぎ
る
と
体
調
を

崩
さ
れ
る
方
が
多
く
な
り
、
コ

ン
ペ
の
成
立
が
困
難
と
な
り
ま

し
た
。

元
気
な
う
ち
に
、
サ
ヨ
ナ
ラ

パ
ー
テ
ィ
と
ゴ
ル
フ
を
し
て
会

を
終
了
し
、
お
互
い
に
、
今
後

も
、
健
康
で
プ
レ
ー
を
続
け
る

こ
と
を
誓

っ
て
解
散
し
ま
し

た
。
　

　

（柴
山
雄

一
・記
）

「
５
期
生
同
期
会
」

日
時

¨

平
成
１９
年
５
月
１３
日
（日
）

会
場

一ひ
の
や

参
加
者

一４４
名

毎
年
開
催
。
主
幹
事
は
ク

ラ
ス
順
の
持
ち
回
り
。
今
回

は
Ｃ
組
。
少

々
趣
を
変
え
、

都
立
大
学
駅
近
く
の
座
敷
で

和
食
の
昼
食
会
に
し
ま
し
た
。

初
参
加
者
の
挨
拶
や
物
故

考
の
追
悼
な
ど
と
、
思
い
思
い

の
話
題
に
賑
や
か
で
、
ア
ツ
ト

ホ
ー
ム
な
雰
囲
気

の
集
ま
り

で
し
た
。

（幹
事
Ｃ
組

竹̈
中
哲
太

・記
）

「
９
期
生
同
期
会
」

日
時

平̈
成
１９
年
３
月
３１
日

会
場

シ̈
ェ
松
尾

参
加
者

約̈
７０
名

二
月
末
日
、
母
校
隣
接
の

レ
ス
ト
ラ
ン
に
約

７０
名
が
集

い
、
和
気
調
々
、
入
学
半
世
紀

を
祝
っ
た
。

恩
師
の
喜
多
、
早
乙
女
両

先
生
に
は
、
傘
寿
、
喜
寿
の
お

祝
い
を
贈
呈
し
た
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
母
校
の

好
意

で
、
昔
と
様
変
り
の
校

舎
見
学
会
を
実
施
し
た
。

（朱
牟
田
静
男
・記
）

「第
１３
期
同
期
会
」

日
時

¨

平
成
１８
年
９
月
３０
日

（―‐
）

午
後
２
時
～
４
時
３０
分

会
場

¨

ホ
テ
ル

Ｊ

Ａ

Ｌ

Ｃ

Ｉ

Ｔ

Ｙ

田

町

参
加
者

¨
４７
名

数
年
前
よ
り
毎
年
、
ク
ラ

ス
順
送
り
の
幹
事

で
、
毎
年

開
催
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
は
、
工
藤
先
生
に
も

御
出
席
頂
き
、
皆
と
し
ば
し

ば
歓
談

の
後
、
「
音
智
」
の
リ

ー
ド
で
学
生
歌
、
記
念
祭
歌
、

校
歌
を
大
声
で
次
々
と
歌
い
、

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

次

回
は
Ｂ
組
が
幹
事

で
、

平
成

１９
年

に
開
催

さ
れ
ま

す
。
　

　

（横
田
信
行

・
記
）

「
１６
期
Ｇ
組
ク
ラ
ス
会
」

日
時

¨

平
成
１９
年
２
月
３
日
（土
）

会
場

恵̈
比
寿

「
十
利
休
」

参
加
者

一
２３
名

「
還
暦
を
前

に

一
度
集
ま

り
ま
し
ょ
う
よ
」
と
の
呼
び
掛

け
で
、４
年
ぶ
り
の
ク
ラ
ス
会
。

久
し
ぶ
り
の
顔
に
も
お
目

に
か
か
れ
て
楽
し
か
っ
た
。

二
次
会
は
カ
ラ
オ
ケ
で
盛

り
上
が
り
ま
し
た
ｃ

（蓮
井
房
子

・記
）

「
１７
期
Ｂ
組
ク
ラ
ス
会
」

日
時

一

平
成
１８
年
９
月
２９
日
（金
）

午
後
６
時
か
ら

会
場

渋̈
谷

″あ
じ
か
ぐ
ら
″

参
加
者

一２１
名

久

々
の
ク
ラ
ス
会

で
し
た

が
、
遠
方
か
ら
き
て
下
さ
っ
た

方
も
あ
り
２１
名
集
ま
り
ま
し

た
。

す
ぐ
わ
か
る
方
、
ち
ょ
っ
と
変

っ
た
方
、
三
次
会
ま
で
、
な
つ

か
し
い
楽
し
い
時
を
過
ご
し
ま

し
た
ｃ

（勝
村
英
美
子

・記
）

「
１７
期
Ｃ
組
ク
ラ
ス
会
」

日
時

¨

平
成
１９
年
９
月
２９
日
（上
）

午
後
５
時
か
ら

会
場

一都
立
大
跡
地
の

「
ブ
ラ
ス
リ
ー
オ
ペ
ラ

シ
ェ
松
尾
」

幹
事

一
深
田
公
利
、

野
村
智
義
、

平
尾
（木
村
）
民
子

案
内
通
知
が
来
て
な
い
場

合
は
幹
事

の
深
田
ま
で
ご
連

絡
を
く
だ
さ
い
。

電
話
＆
「
＞
×
・

甲
ヨ
”
〓
¨

』“
庁
”
０
”
（̈
一∽庁
い
・∽ｏ
‐●
ｏ
”
日
ｏ
」も

〒

２

２

７

‐
０

０

５

２

横
浜
市
青
葉
区
梅
丘
１９
‐２６

「
２３
期
生
同
期
会
」

日
時

¨

平
成
１８
年
１０
月
２８
日
（土
）

午
後
６
時
３０
分
～
９
時

会
場

青̈
学
会
館

参
加
者

一８９
名

卒
業
以
来
初
め
て
合
同
の

同
期
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

恩
師
の
工
藤
好
吉
先
生
に

ご
臨
席

い
た
だ
き
ま
し
た
。

と
て
も
お
元
気
で
今
も
ス
ポ

ー
ツ
指
導
に
汗
を
流
し
て
い
ら

っ
し
ゃ
る
と
聞
い
て
び
っ
く
り

い
た
し
ま
し
た
。

今
回
の
同
期
会
を
機
に
定

期
的
に
開
催
し
て
い
き
ま
す

の
で
、
次
回
も
奮
っ
て
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

今
回
の
写
真
は

，
一［も
¨ヽ
ヽ
¨
”｝ｏ
Ｏ
も
」
も
ヽ
一〇
富
ｏ
“
一
∞ヽ

で
見
ら
れ
ま
す
。

（小
木
白県
如

・記
）

ラ・ブラッスリーオペラ シェ松尾
クラス会・同期会・部会は母校に隣接の当店にお任せ下さい。

1名 様 あたり 5,500円 (税別)お 料理 10品

☆ スペシャリティーコース

1名 様あたり 7,000円 (税別 )

お料理 9品 +オ ペラ特製 ローストビーフ

(シ ェフが目の前でお分けします)デザート・珈琲付

いずれのコースも飲み放題付 (ビール、ワイン、ウィスキー、ソフトドリンク)

料理のみ(アルコール不要)の コースもあります。
少人数様より立食80名 様まで予約をお受けします。

詳しくはレストランまでお気軽にお問い合わせ下さい。

東京都日黒区′ヽ雲 1-1‐ 1めぐろ区民キャンパスプラザlF

Tel:03‐ 5701-0828 宴会担当:村田

お電話はレストラン営業時間内 (1■ 00～ 21:00)に お願い致 します。

☆オベラコース

ラ・ブラッスリーオペラ シェ松尾

1名様あたり4,500円 (税別)お料理フ品

☆パーシモンコース

6編集委員 :内野滋雄 (1期 )、 野口貞義 (4期 )、 蓮丼房子 (16期 )、 勝村英美子 (1フ期)、 根岸之夫 (2]期 )、 小木員如 (23期 )、 野本康夫 (23期 )

響 活
発
な
、
同
期
会
・ク
ラ
ス
会
・同
好
会
レ
ポ
ー
ト

●

二
Ｊ
　
　
生
回

`  .´

|■

｀t業難 鶏撥議■―


